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大
阪
市
立
美
術
館
で
は
特
別
陳
列
「
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

中
国
書
画
」
を
、

二
〇
一
二
年
七
月
二
八
日
（
土
）
か
ら
九
月
二
日
（
日
）
に
か
け
て
、
三
十
二

日
間
に
わ
た
り
開
催
し
た
。
ま
た
こ
れ
に
併
せ
て
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
コ

レ
ク
タ
ー
橋
本
末
吉
が
拓
い
た
地
平
」
を
開
幕
日
に
挙
行
し
た
。

　

橋
本
末
吉
（
一
九
〇
二
│
一
九
九
一
）
氏
は
、
東
京
に
生
ま
れ
、
大
蔵
省
か

ら
実
業
界
に
入
り
、
日
本
ア
ル
コ
ー
ル
販
売
株
式
会
社
な
ど
の
役
員
・
社
長
を

歴
任
し
た
人
物
で
あ
る
。
戦
後
の
動
乱
期
に
桑
名
鉄
城
旧
蔵
の
中
国
明
清
書
画

に
着
目
し
て
、
そ
の
優
品
を
多
数
購
求
し
た
こ
と
に
よ
り
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

骨
格
が
形
成
さ
れ
た
。
以
来
、
大
阪
高
槻
の
自
宅
に
八
百
点
余
り
に
の
ぼ
る
作

品
を
収
集
し
た
。
そ
の
範
囲
は
明
清
両
朝
を
網
羅
す
る
が
、
明
で
は
浙
派
や
明

末
の
奇
想
派
の
作
品
、
清
で
は
康
煕
・
乾
隆
年
間
の
諸
作
品
な
ど
に
特
色
が
あ

り
、
さ
ら
に
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
来
舶
画
人
の
作

品
や
近
現
代
の
書
画
に
も
及
ん
で
い
る
。
ま
た
、
自
宅
に
若
い
研
究
者
を
集
め

て
自
己
の
所
蔵
品
を
見
せ
る
こ
と
を
惜
し
ま
ず
、
多
く
の
学
者
を
裨
益
し
た
功

績
も
非
常
に
大
き
い
。

　

昨
年
度
二
〇
一
一
年
は
、
辛
亥
革
命
か
ら
百
年
に
あ
た
っ
て
い
た
。
清
朝
の

崩
壊
、
中
華
民
国
の
成
立
と
い
う
混
乱
期
に
は
多
数
の
中
国
文
物
が
海
外
に
流

出
し
た
。
こ
の
時
期
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
作
品
に
よ
っ
て
、
京
都
国
立
博

物
館
・
澄
懐
堂
美
術
館
・
黒
川
古
文
化
研
究
所
・
藤
井
斉
成
会
有
鄰
館
そ
し
て

大
阪
市
立
美
術
館
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
る
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
核
が
形

成
さ
れ
た
。
こ
れ
に
続
い
て
、
大
和
文
嘉
館
・
泉
屋
博
古
館
・
観
峰
館
・
和
泉

市
久
保
惣
記
念
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
収
集
さ
れ
た
。
そ
こ

で
、
関
西
の
中
国
書
画
を
所
蔵
す
る
こ
れ
ら
九
館
の
学
芸
員
は
「
関
西
中
国
書

画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、
二
〇
一
二
年
に
か
け
、
連
携
し
て

十
六
の
中
国
書
画
展
を
各
館
で
企
画
開
催
し
た
。

　

橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
、
現
在
は
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
に
一
括
寄
託
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
関
西
で
蒐
集
さ
れ
た
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
昨
年
度

に
こ
そ
間
に
合
わ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
名
品
を
関
西
で
展
観
し
た
い
と
い
う
願

い
が
漸
く
叶
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
御
所
蔵
者
の
橋
本
太
乙
氏
、
松
濤
美

術
館
学
芸
員
の
味
岡
義
人
氏
の
ご
協
力
と
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
曽
布
川
寛
先

生
の
ご
助
言
に
よ
り
、
優
品
二
〇
〇
件
を
精
選
し
て
展
観
す
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
大
規
模
な
公
開
は
、
地
元
大
阪
で
初
め
て
の
こ
と
で

あ
り
、
大
き
な
反
響
を
呼
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
出
品
作
品
は
後
掲
の
一
覧
表
を

ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

報
告

特
別
陳
列
「
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ク
シ
ョ
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国
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念
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ジ
ウ
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レ
ク
タ
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本
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吉
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い
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之
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
本
館
主
催
、
関
西
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
研
究
会
の

協
力
に
よ
り
、
一
階
講
演
会
室
で
行
わ
れ
た
。
御
令
孫
の
橋
本
太
乙
氏
に
は
、

末
吉
氏
の
人
生
や
お
人
柄
に
つ
い
て
、
ご
家
族
で
し
か
知
り
え
な
い
貴
重
な
お

話
を
賜
っ
た
。
味
岡
氏
か
ら
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
核
で
あ
る
桑
名
鐵
城
旧

蔵
品
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
三
人
の
若
手
研
究
者
か
ら
は
、

個
別
作
品
に
つ
い
て
最
新
の
研
究
成
果
の
発
表
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
最
後
に
奈

良
大
学
名
誉
教
授
・
古
原
宏
伸
先
生
を
は
じ
め
、
橋
本
末
吉
氏
の
謦
咳
に
接
し

た
学
者
、
コ
レ
ク
タ
ー
の
方
々
に
お
集
り
い
た
だ
い
て
、
座
談
会
と
い
う
形
で

往
時
の
様
子
を
お
伺
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
こ
に
掲
載
す
る
諸
稿
は
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
で
あ
る
。
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
が
残
る
こ
と
自
体
な
か
な
か
難
し
い
が
、
コ
レ
ク
タ
ー
に
関
す
る
資
料
が

残
る
こ
と
は
さ
ら
に
稀
少
で
あ
る
。
こ
の
報
告
が
橋
本
末
吉
氏
の
顕
彰
に
い
さ

さ
か
で
も
お
役
に
立
て
ば
と
願
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ

り
、
中
国
書
画
研
究
が
い
っ
そ
う
進
展
す
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

　

な
お
味
岡
氏
の
講
演
に
つ
い
て
は
、
同
氏
「
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
桑
名
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
二
六
号
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
）
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
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特別陳列　橋本コレクション中国書画　出品目録
2012年7月28日(土)－9月2日(日)　大阪市立美術館

作者名 生卒 作品名 制作年 展期
― 呉昌碩 1844-1927 篆書「師古軒」 民国５年(1916) 通
1 辺文進 1356頃-1428頃 柏鷹図 宣徳２年(1434) ＊１

2 鄭文英 ?-1434-? 山水人物図 ＊２

3 石鋭 15ｃ中期 探花図 後
4 張弼 1425-1487 草書王珪七律詩 後
5 周臣 1450頃-1535 風雨帰舟図 後
6 周臣 1450頃-1535 高士観瀑図 前
7 張路 1464-1538 道院馴鶴図 前
8 王諤 15-16ｃ 高士濯足図 後
9 鄭文林 16ｃ前期 漁童吹笛図 ＊３

10 鄭文林 16ｃ前期 柳蔭人物図 ＊４

11 朱端 16ｃ前期 竹石図 後
12 李著 16ｃ前期 漁楽図 通
13 文徴明 1470-1559 山水図 弘治15年(1502) 前
14 文徴明 1470-1559 秋光泉声図 嘉靖27年(1548) 後
15 謝時臣 1487-1560-? 華山仙掌図 前
16 宋懋晋 ?-1562-? 松下聴泉図 嘉靖41年(1562) 後
17 居節 1527-1586 訪隠図 隆慶５年(1571) 前
18 莫是龍 1539-1587 雲林飛瀑図 後
19 周之冕 ?-1542-1606-? 墨梅図 万暦17年(1589) 後
20 項御徴 ?-1613-? 雨後山晴図 万暦41年(1613) 前
21 李士達 ?-1610-19-? 石湖図 万暦38年(1610) 前
22 張龍章 17ｃ前期 穆王駿驥図 万暦31年(1603) 後
23 呉彬 ?-1615-? 渓山絶塵図 万暦43年(1615) 前
24 米万鍾 1570-1628 峯巒清逸図 万暦46年(1618) 前
25 米万鍾 1570-1628 寒林訪客図 後
26 張瑞図 1570-1641 行書感遼事作六首 天啓元年(1621) 通
27 丁雲鵬 1547-1628-? 夏山欲雨図 万暦46年(1618) 後
28 丁雲鵬 1547-1628-? 樹下人物図 万暦47年(1619) 前
29 陳元素 ?-1606-31-? 竹石図 前
30 呉振 17ｃ前期 渓山秋晩図 崇禎２年(1629) 後
31 盛茂燁 ?-1607-38-? 梅柳待臘図 崇禎６年(1633) 前
32 盛茂燁 ?-1607-38-? 秋山観瀑図 崇禎６年(1633) 後
33 陳清 明 巴船出峡図 後
34 孫杕 ?-1633-42-? 牡丹図 前
35 祝昌 ?-1649-? 岩壑風雨図 後
36 陸原 ?-1629-53-? 松岸散逸図 崇禎２年(1629) 前
37 朱翰之 ?-1646-51-? 三山書院図 順治８年(1651) 後
38 藍瑛 1585-1664 目喬松図 崇禎２年(1629) 前
39 藍瑛 1585-1664 蘭竹石図 通
40 袁尚統 1590-1666-? 江寒雁影図 崇禎15年(1642) 後
41 王鐸 1592-1652 六根無塵図 崇禎13年(1640) 前
42 章谷 ?-1644-63-? 峨眉飛雪図 後
43 馬元欽 ?-1648-54-? 関雲長像 順治５年(1648) 前
44 祁豸佳 1594-1683-? 水亭観魚図 順治７年(1650) 後
45 文柟 1596-1667 寒江漁隠図 順治４年(1647) 前
46 曹有光 ?-1651-69-? 松谿豪飲図 後
47 顧大申 ?-1610-73-? 渓山晴翠図 康煕８年(1669) 前
48 龔賢 1599-1689 雲林山居図 後
49 龔賢 1599-1689 雲嶺残曛図 前
50 万寿祺 1603-1652 高松幽岑図 順治３年(1646) 後
51 方亨咸 ?-1647-78-? 臨王羲之七十帖 前
52 陳舒 ?-1650-87-? 三山書院図 順治８年(1651) 前



─ 6 ─

53 石谿（髠残） 1612-1675？ 奇石帖 後
54 法若真 1613-1696 渓山春動図 康煕12年(1673) 前
55 法若真 1613-1696 草書七律詩 後
56 諸昇 1617-90-? 竹石群禽図 康煕25年(1686) 前
57 葉蔭生 17c 雨後林光図 後
58 許友 1620-1663 草書五言律詩 前
59 丁元公 ?-1627-1686-? 山水図 天啓７年(1627) 前
60 孫逸 ?-1630-80-? 松渓採芝図 順治11年（1654) 前
61 羅牧 1622-1691- 江亭遠帆図 康煕37年(1698) 後
62 羅牧 1622-1691-? 行書題画詩 前
63 徐枋 1622-1694 竹霊芝図 康煕18年(1679) 前
64 藍濤 ?-1657-91-? 玉堂富貴図 康煕18年(1679) 後
65 虞沅 ?-1681-91-? 菊花小禽図 康煕30年(1691) 前
66 笪重光 1623-1692 果木図 後
67 傅眉 1628-1684 草書五律詩 後
68 米漢雯 ?-1646-92-? 渓山訪隠図 前
69 陸 ?-1685-97-? 江山洲渚図 前
70 陸 ?-1685-97-? 南渚春晩図 後
71 陸 ?-1685-97-? 江山泛舟図 康煕36年(1697) 前
72 石濤 1642-1707 杜甫詩意図冊 後
73 姚宋 1648-1707-? 幽壑高棲図 後
74 袁江 1662-1735 谿山行旅図 康煕51年(1712) 後
75 顔嶧 1666-1749-? 荷郷清夏図 前
76 顔嶧 1666-1749-? 湖庄急雨図 後
77 馬元馭 1669-1722 養蚕図 康煕24年(1685) 前
78 朱倫澣 1680-1760 聴秋図 前
79 高鳳翰 1683-1749 晴霞浄艶図 雍正５年(1727) 後
80 高鳳翰 1683-1749 松山一角図 雍正12年(1734) 前
81 汪士慎 1686-1759 墨梅図 前
82 金農 1687-1763 墨梅図 乾隆23年(1758) 前
83 金農 1687-1763 墨梅図 後
84 金廷標 ?-1767 柳渓散牧図 後
85 李世倬 1690?-1770-? 听松高士図 前
86 馬荃 ?-1696-1739 紫綬白頭図 康煕53年(1714) 後
87 李方膺 1695-1755-? 竹石図 乾隆18年(1753) 前
88 丁敬 1695-1765 墨梅図 乾隆22年(1757) 後
89 丁観鵬 ?-1726-70-? 阿羅漢像 後
90 袁耀 ?-1739-78-? 江村青山図 前
91 袁瑛 ?-1765-85-? 山水図 後
92 李敬思 18ｃ 仿石田山水図 後
93 江衡 ?-1800-? 山水図 嘉慶５年(1800) 後
94 梁同書 1723-1815 行書王士禛七絶詩 乾隆56年(1791) 後
95 張敔 1734-1803 墨梅図 前
96 黄易 1744-1802 秋渓繋舟図 嘉慶５年(1800) 前
97 奚岡 1746-1803 春江棹舟図 乾隆51年(1786) 後
98 湯楙名 ?-1804-? 松下仕女図 前
99 沈宗鶱 ?-1758-1817-? 山水図 乾隆33年(1768) 後
100 周笠 ?-1804-29-? 皆大歓喜図 嘉慶９年(1804) 前
101 袁沛 ?-1798-1830-? 石湖天鏡図 後
102 潘思牧 1756-1843-? 楓林霜葉図 道光８年(1828) 前
103 謝蘭生 1760-1831 山水図 後
104 張崟 1761-1829 京江勝境図 道光２年(1822) 後
105 銭杜 1763-1844 仿曹知白蒼松畳嶂図 嘉慶18年(1813) 前
106 朱昂之 1764-1840-? 山水図3幅 後
107 朱昂之 1764-1840-? 吟余雅賞図 前
108 李脩易 ?-1828-59-? 梅長春図 道光27年(1847) 後
109 李脩易 ?-1828-59-? 藤牡丹図 道光27年(1847) 前
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110 呉煕載 1799-1870 蝉過別枝図 前
111 陳元贇 1587-1671 楷書老態詩 康煕９年(1670) 後
112 陳元贇 1587-1671 故山西湖図 前
113 即非 1616-1671 竹石図 前
114 謝時中 ?-1672-? 夷斉山居図 康煕11年(1672) 後
115 心越 1639-1695 福禄寿三星図 前
116 伊孚九 1698-1747-? 山水図 後
117 大鵬 1691-1774 雪竹石図 前
118 沈銓 1682-1760-? 雪梅群兎図 康煕55年(1716) 後
119 高乾 ?-1731-? 春王双喜図 前
120 鄭培 ?-1731-? 柘榴小禽図 後
121 何元鼎 18ｃ 侯禄図 前
122 費漢映 ?-1733-58-? 芦雁図 乾隆23年(1758) 後
123 費漢源 ?-1734-56-? 柳塘漁撈図 乾隆３年(1738) 前
124 王古山 ?-1761-? 渓亭閑話図 乾隆26年(1761) 後
125 梁基 ?-1774-87-? 野草蝶図 乾隆46年(1781) 前
126 方済 1736-93-? 富士真景図 乾隆45年(1780)頃 後
127 費晴湖 ?-1765-1806-? 倣米友仁山水図 嘉慶元年(1796) 前
128 江稼圃 ?-1804-15-? 清谿重嶺図 嘉慶10年(1810) 後
129 張崑 1744-1817-? 幽庭竹韻図 乾隆51年(1786) 前
130 張莘 1744-1817-? 墨梅図 後
131 程赤城 1745-1811-? 行書文徴明間興詩 乾隆42年(1777) 前
132 陳逸舟 ?-1827-50-? 渓山翠嶂図 道光28年(1848) 後
133 王克三 1822-72-？ 墨梅図 同治元年(1862) 前
134 羅清 ?-1870-75-? 山水図 同治10年(1871) 後
135 羅清 ?-1870-75-? 蘭竹石図 光緒元年(1875) 前
136 王冶梅 1829-89-? 平林烟雨図 光緒15年(1889) 後
137 張熊 1803-1886 松菊孤鶴図 同治10年(1871) 前
138 湯禄名 1804-1874 草虫図 通
139 胡遠 1823-1886 松菊猶存図 光緒４年(1878) 前
140 胡遠 1823-1886 富春釣台図 光緒５年(1879) 後
141 虚谷 1823-1896 臨漸江山水図 光緒14年(1888) 前
142 虚谷 1823-1896 金魚図 光緒19年(1893) 後
143 朱偁 1826-1900 花卉鳥虫図冊 光緒７年(1881) 通
144 趙之謙 1829-1884 胡蘆図 同治11年(1872) 後
145 銭慧安 1833-1911 渡海人物図 後
146 蒲華 1834-1911 竹蔭高逸図 光緒20年(1894) 通
147 任薫 1835-1893 睡蓮金魚図 後
148 陳崇光 1839-1896 群鳥争鳴図 前
149 呉滔 1840-1895 著夢閣填詞図 同治９年(1870) 通
150 任頤 1840-1896 藤竹水仙図 光緒５年(1879) 後
151 任頤 1840-1896 花鳥図 同治10年(1871) 前
152 呉昌碩 1844-1927 奇松図 前
153 呉昌碩 1844-1927 雲根図 民国元年(1912) 後
154 呉昌碩 1844-1927 雪山飛瀑図 民国３年(1914) 前
155 呉昌碩 1844-1927 藤花爛漫図 民国５年(1916) 後
156 呉昌碩 1844-1927 木与石闘図 前
157 呉昌碩 1844-1927 水仙図 民国５年(1916) 前
158 呉昌碩 1844-1927 荷花図 民国５年(1916) 後
159 呉昌碩 1844-1927 藤花図 前
160 呉昌碩 1844-1927 牡丹図 民国５年(1916) 後
161 呉昌碩 1844-1927 浅水蘆花図 民国10年(1921) 後
162 呉昌碩 1844-1927 孤山高枝図 民国11年(1922) 前
163 呉邁 1885-1963 篆書散氏盤銘 民国18年(1929) 後
164 呉慶雲 1845-1916 江山暮雲図 光緒26年(1900) 前
165 高邕 1850-1921 雲霄回鶴図 民国６年(1917) 前
166 陸恢 1851-1920 浮巒暖翠図 民国６年(1917) 後
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167 倪田 1855-1919 秋塘牧馬図 光緒29年(1903) 前
168 胡佩衡 1862-1962 雨霽風高図 後
169 黄賓虹 1864-1955 黄山後海図 通
170 斉白石 1864-1957 茘枝図 前
171 斉白石 1864-1957 菊群鶏図 後
172 王震 1867-1938 蘇武牧羊図 民国10年(1921) 前
173 王震 1867-1938 樹下撫琴図 民国18年(1929) 後
174 陳衡恪・王雲 1876-1923・1867-1938 古木栖鴉図 民国10年(1921) 前
175 陳衡恪 1876-1923 山水図 後
176 陳年 1877-1970 紅白梅図 前
177 呉徴 1878-1949 松寺鐘声図 民国31年（1942） 後
178 金城 1878-1926 桃椶怪石図 宣統元年(1909) 前
179 馮超然 1882-1954 百寿図 民国20年(1931) 通
180 陳樹人 1884-1948 孤松寒湖図 民国20年(1931) 後
181 謝公展 1885-1940 菊図 前
182 張聿光 1885-1968 春苑狸奴図 後
183 王雲 1888-1934 秋海棠図 民国16年(1927) 通
184 于悲闇 1889-1959 柑子小禽図 民国28年(1939) 通
185 賀天健 1890-1977 柳橋漁唱図 1952年 前
186 王个簃 1892-1988 柏寿図 後
187 鄭午昌 1894-1952 千山雲烟図 民国15年(1926) 前
188 兪剣華 1895-1979 雪景山水図 民国23年(1934) 後
189 溥儒 1896-1963 春風得意図 前
190 李苦禅 1899-1983 荷蟹図 民国21年(1932) 後
191 張大千 1899-1983 水殿清風図 民国42年(1953) 後
192 張大千 1899-1983 松蔭思賢図 前
193 銭松嵒 1899-1985 漆湖図 民国20年(1931) 前
194 王雪濤 1903-1982 鶉図 民国29年(1940) 後
195 傅抱石 1904-1965 後赤壁図 1964年 前
196 趙少昻 1904-1998 香港真景図 民国30年(1941) 通
197 陸儼少 1909-1993 雁蕩山水図 後
198 呉青霞 1910-2008 万紫千紅図 1960年 前
199 宋文治 1919-1999 山水図扇面 1954年 通
200 程十髪 1921-2007 鶴帰来図 1985年 後

【展示期間】前：前期(7/28-8/12)　後：後期(8/14-9/2)　通：通期(巻替もあり)

　　　　　 ＊１：7/28-29　＊２：7/31-8/12　＊３：8/7-12　＊４：7/28-8/5
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大
阪
市
立
美
術
館
の
皆
さ
ま
へ
、
こ
の
た
び
は
祖
父
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ

き
ま
し
て
盛
大
な
展
覧
会
を
開
催
し
て
頂
き
感
謝
を
致
し
ま
す
。
ま
た
祖
父
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
長
年
に
わ
た
り
お
預
か
り
頂
き
、
数
々
の
展
覧
会
に
ご
協
力

を
し
て
頂
い
て
い
る
松
濤
美
術
館
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
小
学
一
年
ま
で
祖
父
の
家
で
育
ち
、
高
校
ま
で
は
自
転
車
で
四
十
分
ほ

ど
の
と
こ
ろ
に
お
り
ま
し
た
の
で
、
祖
父
か
ら
す
れ
ば
、
一
番
近
い
孫
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

本
日
の
公
演
の
お
話
が
あ
り
、
娘
で
あ
る
叔
母
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
父
親
で

あ
っ
た
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
と
も
か
く
怖
か
っ
た
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

ち
ゃ
ぶ
台
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
り
、
な
に
か
暴
力
的
だ
っ
た
と
い
う
話
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
家
の
中
で
も
紳
士
然
と
し
た
姿
勢
を
崩
さ
ず
凛
と
し
て
、
当
然
、

私
た
ち
か
ら
自
然
と
敬
語
が
出
て
く
る
よ
う
な
存
在
で
し
た
。
今
の
時
代
に
失

わ
れ
て
い
る
父
親
と
し
て
の
威
厳
が
あ
り
、
そ
し
て
一
家
の
長
と
し
て
の
品
格

が
あ
り
ま
し
た
。
東
京
生
ま
れ
で
、
な
が
く
大
阪
に
居
住
し
て
も
、
関
西
弁
に

は
な
ら
ず
、
い
つ
も
標
準
語
で
話
す
こ
と
は
、
そ
の
毅
然
と
し
た
雰
囲
気
を
よ

り
一
層
に
醸
し
だ
し
て
い
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

物
静
か
で
適
切
な
時
に
だ
け
何
か
事
を
発
す
る
。
そ
れ
で
い
て
情
熱
的
な
も

の
を
内
に
秘
め
て
い
る
。
そ
れ
が
私
た
ち
か
ら
み
た
祖
父
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
全
体
を
見
る
力
、
将
来
を
見
据
え
る
力
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
会
話
は
い
つ
も
た
ん
た
ん
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
関
東
大
震
災
、
第
二
次

世
界
大
戦
と
い
う
大
混
乱
の
事
態
や
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
、
昭
和
も
戦
前
、

戦
後
、
高
度
成
長
期
、
な
ど
価
値
観
が
大
き
く
変
わ
る
時
代
を
生
き
て
お
り
、

私
た
ち
が
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
体
験
話
は
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

亡
く
な
る
ま
で
新
短
歌
会
の
最
高
顧
問
に
就
い
て
い
ま
し
た
が
、
大
学
生
の

時
代
か
ら
斎
藤
茂
吉
先
生
に
指
事
し
、
歌
人
で
も
あ
る
祖
父
の
観
察
眼
と
そ
れ

を
人
に
伝
え
る
力
に
つ
い
て
、
こ
ん
な
話
が
あ
り
ま
す
。
庭
の
雪
柳
の
枝
に
メ

ジ
ロ
が
止
ま
る
事
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の
横
で
祖
父
が
、「
風
も
な
い
の
に
枝

が
大
き
く
垂
れ
下
が
っ
た
、
何
か
と
思
っ
た
ら
小
鳥
が
と
ま
っ
た
の
だ
な
ぁ
。

小
鳥
の
命
の
重
さ
を
感
じ
る
」
と
歌
を
詠
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
「
命
の
重

さ
を
感
じ
る
」
の
一
言
で
私
に
と
っ
て
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
光
景
と
な
り
ま
し

た
。

　

気
に
し
な
け
れ
ば
昨
日
の
続
き
の
よ
う
に
何
事
も
な
く
過
ぎ
て
い
く
今
日
、

そ
の
今
日
の
今
を
持
ち
前
の
感
性
で
精
い
っ
ぱ
い
感
じ
て
い
た
の
で
は
と
思
い

講
演
記
録

　

橋
本
末
吉
に
つ
い
て

橋
　
　
本
　
　
太
　
　
乙
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ま
す
。
年
を
と
っ
て
か
ら
も
日
曜
日
に
は
学
生
さ
ん
が
絵
を
観
に
来
る
、
京
都

に
出
れ
ば
骨
董
屋
さ
ん
が
出
物
を
出
し
て
く
る
、
研
究
者
の
方
々
と
の
交
流
で

新
し
い
最
先
端
の
事
実
を
知
る
こ
と
も
、
あ
る
い
は
そ
の
出
物
を
買
う
か
買
わ

な
い
か
を
悩
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
（
歳
を
と
っ
て
か
ら
も
）
毎
日
が
わ
く
わ
く

の
人
生
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
わ
く
わ
く
の
緊
張
の
な
か
で
、
真
剣

勝
負
を
常
に
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

祖
父
は
後
々
、
日
本
ア
ル
コ
ー
ル
販
売
と
い
う
（
専
売
公
社
の
税
金
の
納
め

る
為
の
会
社
）、
半
官
半
民
の
会
社
の
社
長
に
な
る
の
で
す
が
、
小
さ
い
頃
は

体
が
弱
く
、
ぜ
ん
そ
く
持
ち
で
中
学
の
二
年
の
頃
は
ほ
と
ん
ど
学
校
を
休
ん
で

い
た
そ
う
で
す
。
テ
レ
ビ
の
無
い
時
代
、
寝
床
で
息
苦
し
い
の
を
抑
え
る
為
、

う
つ
ぶ
せ
に
な
っ
て
本
を
読
ん
だ
り
、
新
聞
を
み
た
り
の
生
活
だ
っ
た
そ
う
で

す
。（
こ
の
こ
ろ
漱
石
全
集
も
読
破
し
た
そ
う
で
す
）。
毎
日
毎
日
、
新
聞
を
見

て
い
る
中
で
、
読
者
か
ら
短
歌
を
寄
せ
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
そ
れ
に
応
募
し

た
と
こ
ろ
、
何
回
目
か
に
、
な
ん
と
金
賞
が
取
れ
た
そ
う
で
す
。

　

大
人
の
人
が
千
人
以
上
投
稿
す
る
中
で
、
中
学
生
の
祖
父
の
作
品
が
選
ば
れ

た
。
そ
れ
で
祖
父
の
人
生
は
大
き
く
変
わ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
人
間
、
一

つ
で
も
自
信
が
つ
く
と
人
生
が
変
わ
る
と
い
う
の
で
す
。
た
っ
た
一
つ
の
こ
と

で
も
い
い
か
ら
自
信
を
も
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

大
学
に
入
る
こ
ろ
に
は
水
泳
の
コ
ー
チ
が
出
来
る
く
ら
い
に
体
も
丈
夫
に
な

り
、
ぜ
ん
そ
く
も
出
な
く
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
学
生
時
代
、
か
る
た

の
選
手
も
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
高
校
と
き
、
百
人
一
首
の
相
手
を
し
て
も
ら

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
一
枚
も
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
枚
も
で
す
。
七

十
を
す
ぎ
た
祖
父
を
相
手
に
高
校
生
の
私
が
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
ト
ラ
ン
プ
な
ど
の
相
手
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
相
手
が
幼
な
い

か
ら
と
い
っ
て
手
を
抜
く
こ
と
は
な
く
、
全
力
で
相
手
を
し
、
当
然
、
私
が
負

け
る
わ
け
で
す
が
、
自
分
の
手
の
内
（
作
戦
）
も
教
え
て
も
く
れ
ま
し
た
。
私

の
ど
こ
が
悪
い
の
か
良
く
分
か
り
、
ゲ
ー
ム
に
は
技
術
と
コ
ツ
（
感
）
と
作
戦

が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
後
々
、「
高
槻
ス
ク
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
る
集
ま

り
で
も
若
い
人
に
負
け
ま
い
と
、
一
生
懸
命
に
勉
強
を
し
、
祖
父
な
り
に
全
力

で
対
応
を
し
て
い
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

祖
父
は
大
学
の
卒
業
後
、
最
初
は
女
子
大
の
先
生
で
し
た
。
二
年
し
て
、
伯

父
の
口
利
き
で
大
蔵
省
に
入
り
ま
す
。
大
蔵
省
当
時
に
先
輩
官
僚
か
ら
い
じ
め

ら
れ
た
話
が
あ
り
ま
す
。
私
は
祖
父
か
ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
れ
ば
必
ず

三
回
、
一
回
が
三
年
間
続
く
か
た
ち
で
胃
が
痛
く
な
る
よ
う
な
事
が
あ
る
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
皆
様
も
そ
う
い
う
時
期
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
先
に

そ
う
や
っ
て
聞
い
て
お
け
ば
、
三
回
は
だ
れ
で
も
有
る
の
だ
、
そ
し
て
始
ま
っ

た
ら
三
年
は
続
く
の
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
ら
始
ま
っ
た
、
よ
し
こ
れ
が

三
年
続
く
の
だ
な
と
覚
悟
が
出
来
ま
す
。
私
に
と
っ
て
社
会
人
の
前
準
備
と
し

て
有
り
が
た
い
言
葉
で
し
た
。
そ
の
時
ど
う
し
た
の
か
と
尋
ね
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
最
初
の
時
は
「
絶
対
に
そ
い
つ
よ
り
偉
く
な
っ
て
や
る
」
と
思
っ
た
そ

う
で
す
。
や
は
り
こ
こ
で
も
物
腰
の
静
か
さ
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
熱
い
血
が

流
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

や
が
て
支
店
長
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
支
店
長
時
代
に
と
ん
で
も
な
い
失
態

を
し
ま
す
。
九
州
に
赴
任
し
た
時
、
前
任
者
か
ら
全
く
引
継
ぎ
も
無
く
、
そ
し

て
支
店
内
で
教
え
て
く
れ
る
も
職
員
も
な
く
、
あ
る
と
き
監
査
が
入
り
自
分
が

行
っ
て
い
た
こ
と
が
間
違
っ
て
い
た
事
に
気
が
つ
く
の
で
す
。

　

も
う
年
末
が
迫
っ
て
お
り
、
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
自
分
の
責

任
で
す
か
ら
、
独
り
で
帳
簿
の
書
き
直
し
を
し
て
い
た
ら
、
ま
ず
は
事
務
の
女

性
が
残
っ
て
お
茶
を
入
れ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
や
が
て
守
衛
さ
ん
が
ス
ト
ー

ブ
の
石
炭
を
く
べ
て
く
れ
た
り
と
、
そ
し
て
大
晦
日
に
は
何
人
か
の
職
員
の
方
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が
お
正
月
休
み
を
返
上
し
て
手
伝
っ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
前
の
支
店
長
は
あ

ま
り
良
い
人
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
職
員
の
方
々
は
次
は
ど
ん
な
人
が
支

店
長
な
の
か
と
様
子
見
で
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
結
局
、
自

分
で
責
任
を
取
り
始
め
た
の
で
、
人
柄
が
わ
か
り
、
手
伝
い
に
ま
わ
っ
て
く
れ

た
の
で
す
。
お
正
月
休
み
を
返
上
し
た
皆
の
手
伝
い
の
お
陰
で
お
正
月
明
け
に

は
全
て
の
書
類
が
書
き
直
せ
、
こ
と
な
き
を
得
、
そ
れ
以
来
、
支
店
の
団
結
力

は
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
う
い
う
話
は
私
自
身
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
自
分
の
力
で
は
ど
う
し
よ

う
も
な
い
こ
と
が
起
こ
る
事
、
あ
る
い
は
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
何
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
が
分
か
り
、
心
の
準
備
が
で
き
た
こ
と
で
大
変
に
役
に
立
ち

ま
し
た
。

　

私
の
長
女
が
生
ま
れ
た
年
に
理
不
尽
な
事
が
実
際
に
私
に
起
こ
り
、
会
社
を

辞
め
る
こ
と
に
な
り
、そ
の
前
に
祖
父
に
相
談
に
行
き
ま
し
た
。私
の
主
張
は
、

自
分
が
悪
い
こ
と
を
し
て
い
な
い
の
に
な
ぜ
辞
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
？

で
し
た
が
、
そ
の
時
の
祖
父
の
言
葉
が
（
今
日
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
大
切

な
言
葉
の
二
つ
目
で
す
が
）「
名
よ
り
実
を
取
れ
」（
名
誉
よ
り
現
実
を
と
れ
）

で
し
た
。

　

自
分
が
正
し
い
と
か
、
相
手
の
こ
こ
が
間
違
っ
て
い
る
と
か
、
二
十
代
で
論

争
す
る
よ
り
、
そ
の
こ
と
で
退
職
金
は
い
く
ら
に
な
る
と
か
、
そ
の
元
手
で
次

の
こ
と
は
出
来
る
の
か
？
等
、
今
後
ど
う
す
る
か
を
考
え
た
方
が
良
い
と
う
回

答
で
し
た
。

　

確
か
に
も
め
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
時
間
を
費
や
す
よ
り
退
職
金
を
上
げ
る
交
渉

を
し
た
方
が
良
い
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
若
い
時
は
理
不
尽
に
耐
え
ら
れ
な
い

も
の
で
す
が
、祖
父
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
通
り
に
考
え
、円
満
退
職
の
形
を
取
り
、

数
割
、
退
職
金
を
乗
せ
て
辞
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
心
の
切
り
替
え
が
う

ま
く
で
き
、
時
間
が
無
駄
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
々
も
色
々
な
ト
ラ
ブ
ル

を
経
験
し
ま
す
が
、
祖
父
の
あ
の
言
葉
は
大
変
に
役
に
立
っ
て
お
り
ま
す
。

　

話
を
祖
父
の
歩
い
た
道
に
も
ど
し
て
、
昭
和
十
二
年
に
日
本
は
戦
争
の
準
備

に
入
り
、
石
油
の
備
蓄
を
始
め
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
を
専
売
に
す
る
為
に
政
府

は
動
き
だ
し
ま
す
。

　

誰
か
通
産
省
側
で
祖
父
の
事
を
知
っ
て
い
た
方
が
お
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
、

祖
父
は
通
産
省
へ
引
き
抜
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、大
阪
支
店
を
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
戦
争
へ
突
入
で
す
。
戦
争
に
な
っ
て
し
ま
う
と
本
社
に
お
伺
い
を
立
て

て
い
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、（
現
場
主
体
で
）
全
て
支
店
長
決
済
と
な
り

ま
す
。
大
阪
以
西
、
九
州
ま
で
を
販
売
領
域
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
広
島
、
小

倉
と
あ
り
、
本
社
の
何
倍
も
の
取
り
扱
い
量
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
警
察
も
工

場
も
ガ
ソ
リ
ン
や
ア
ル
コ
ー
ル
を
必
要
と
し
、
そ
し
て
限
ら
れ
た
量
で
の
配
給

橋本氏
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と
な
り
ま
す
か
ら
、
支
店
長
の
決
済
は
か
な
り
ち
や
ほ
や
さ
れ
る
状
態
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

　

軍
の
方
が
祖
母
の
家
族
の
為
に
防
空
壕
を
掘
っ
て
く
れ
た
り
、
警
察
か
ら
配

給
制
だ
っ
た
コ
メ
や
砂
糖
な
ど
が
家
に
届
い
て
し
ま
い
、
警
察
の
や
っ
て
い
る

こ
と
の
矛
盾
や
皆
さ
ま
ご
存
じ
の
大
本
営
発
表
の
う
そ
な
ど
、
祖
父
は
世
の
中

の
裏
側
と
表
側
の
違
い
を
目
の
あ
た
り
に
知
る
事
に
な
り
ま
す
。

　

あ
る
と
き
、
松
下
電
工
か
ら
多
量
の
ニ
ス
（
接
着
剤
）
の
発
注
が
く
る
よ
う

に
な
り
、
ど
う
い
う
こ
と
か
と
工
場
ま
で
見
に
行
っ
た
そ
う
で
す
。
か
の
有
名

な
ゼ
ロ
戦
の
プ
ロ
ペ
ラ
は
木
製
で
、
型
紙
に
合
わ
せ
て
木
を
切
り
ぬ
き
何
枚
も

貼
り
合
わ
せ
て
プ
ロ
ペ
ラ
の
形
に
し
て
い
く
の
で
す
が
、
完
成
し
検
査
に
通
る

の
は
百
枚
の
う
ち
二
枚
か
三
枚
だ
そ
う
で
す
。
あ
の
素
晴
ら
し
い
エ
ン
ジ
ン
の

性
能
を
引
き
出
し
て
い
た
プ
ロ
ペ
ラ
の
精
度
と
い
う
の
は
そ
れ
く
ら
い
に
凄
い

も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
資
材
の
ほ
と
ん
ど
が
不
良
品
扱
い
に
な
り
、
大
量
の

ア
ル
コ
ー
ル
が
無
く
な
る
。
こ
れ
は
備
蓄
を
始
め
た
頃
に
は
想
像
も
出
来
な
い

量
だ
っ
た
よ
う
で
す
。戦
争
と
い
う
も
の
は
そ
う
い
う
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
時
点
で
日
本
は
負
け
る
な
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
具
体
的
に
は
私
の
母

方
の
叔
母
に
国
に
提
供
し
よ
う
と
し
て
い
た
結
婚
指
輪
を
「
も
う
す
ぐ
戦
争
が

終
わ
る
か
ら
少
し
待
ち
な
さ
い
」
と
示
唆
し
、
お
陰
で
叔
母
は
亡
く
な
る
ま
で

そ
の
指
輪
を
は
め
て
い
る
こ
と
が
出
来
、
指
輪
を
み
せ
て
「
あ
な
た
の
お
じ
い

さ
ん
の
お
陰
よ
」
と
笑
顔
で
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

祖
父
の
「
全
体
を
み
る
」
と
、「
将
来
を
見
据
え
る
」
と
い
う
才
能
は
も
と

も
と
有
っ
た
に
せ
よ
、
戦
争
中
の
体
験
に
よ
り
、
よ
り
確
実
な
才
能
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

戦
後
中
国
の
絵
を
買
い
始
め
る
の
で
す
が
、
そ
の
頃
、
明
清
の
絵
と
い
う
も

の
は
全
く
研
究
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
骨
董
屋
さ
ん
で
見
て
も
誰
だ
か
わ
か
ら
な

い
（
文
徴
明
く
ら
い
は
わ
か
り
ま
す
が
）、
当
然
に
価
格
も
安
い
画
家
が
大
勢

い
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

　

簡
単
な
比
較
の
話
で
す
が
、
中
国
は
い
つ
の
時
代
で
あ
っ
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

全
土
の
人
口
よ
り
多
く
、
歴
史
は
五
千
年
以
上
と
長
く
、
皇
帝
も
出
て
い
る
、

金
持
ち
が
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
確
率
論
的
に
ゴ
ッ
ホ
や
セ
ザ
ン
ヌ
あ

る
い
は
ダ
ビ
ン
チ
ク
ラ
ス
の
画
家
が
出
て
も
お
か
し
く
な
い
訳
で
、
実
際
に
は

出
て
い
ま
す
し
、
作
品
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
も

の
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
で
も
中
国
の
人
で
す
ら
画
家
の
名
前
が
言
え
な
い
の
が

普
通
で
す
。

　

祖
父
が
私
に
言
っ
た
言
葉
で
「
中
国
は
、
今
は
共
産
国
だ
が
、
お
隣
り
の
国

だ
か
ら
仲
良
く
し
て
お
い
た
方
が
良
い
、
江
戸
時
代
ま
で
は
日
本
の
先
生
だ
っ

た
の
だ
か
ら
。」

　

つ
ま
り
仲
良
く
す
る
こ
と
＝
良
く
学
ぶ
事
を
す
れ
ば
相
手
の
こ
と
も
わ
か
る

し
仲
良
く
も
な
れ
る
。
も
と
も
と
は
仲
が
良
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
中
華

思
想
を
と
い
う
も
の
を
理
解
で
き
れ
ば
仲
良
く
も
な
れ
る
。
と
い
う
話
で
も
あ

り
ま
す
。
先
程
の
時
代
と
評
価
の
話
で
す
が
、
大
き
く
歴
史
を
み
る
と
、
そ
の

六
〇
年
代
の
日
本
の
中
国
に
対
す
る
評
価
が
低
す
ぎ
る
訳
で
、
祖
父
は
そ
の
当

時
か
ら
今
の
中
国
に
な
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
予
想
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
ア
ル
コ
ー
ル
専
売
は
二
つ
の
会
社
に
分

け
ら
れ
ま
す
が
、
や
が
て
ア
メ
リ
カ
の
統
治
の
終
結
と
と
も
に
分
け
ら
れ
て
い

た
二
つ
の
会
社
が
一
つ
に
な
り
ま
す
。
日
本
ア
ル
コ
ー
ル
販
売
と
い
う
国
に
税

金
を
納
め
る
会
社
が
生
ま
れ
る
訳
で
す
。
祖
父
は
大
阪
支
店
長
で
し
た
が
、
一

人
代
表
取
締
役
を
置
か
な
い
、
四
人
常
務
制
の
発
足
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
全

社
員
の
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
数
か
ら
い
え
ば
社
員
数
の
多
い
東
京
の
役
員

に
決
ま
る
は
ず
だ
っ
た
の
で
す
が
、
東
京
本
店
の
女
性
の
取
り
ま
と
め
役
だ
っ
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た
有
賀
さ
ん
が
女
性
票
を
ま
と
め
て
大
阪
支
店
の
祖
父
に
入
れ
た
為
、
祖
父
が

最
初
の
投
票
で
過
半
数
を
得
て
ト
ッ
プ
当
選
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り
も

何
か
粋
な
（
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
）
慶
応
ボ
ー
イ
ら
し
い
雰
囲
気
を
女
子
社
員
に

み
せ
て
い
て
、
女
子
票
が
集
ま
り
、
祖
父
ら
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
妹
が
ま
だ
幼
か
っ
た
こ
ろ
、
良
く
か
ら
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
孫

た
ち
に
、
ち
ょ
っ
と
お
茶
目
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

厳
格
な
祖
父
の
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
が
、
娘
や
息
子
に
は
見
せ
な
い
孫
に
だ

け
見
せ
た
、た
ぶ
ん
そ
の
よ
う
な
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
女
性
社
員
票
を
獲
得
で
き
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
祖
父
に
と
っ
て
も
晴
天
の
霹
靂
で
驚
い
た
そ
う
で
す
。
こ
う

し
て
四
十
代
の
若
い
常
務
の
誕
生
と
な
り
、
自
分
で
決
め
た
取
締
役
七
十
歳
定

年
ま
で
の
期
間
、
歴
代
の
代
表
者
の
な
か
で
最
も
長
く
日
本
ア
ル
コ
ー
ル
販
売

の
代
表
者
で
あ
る
常
務
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

長
く
い
た
こ
と
か
ら
部
下
の
方
々
も
多
く
、
祖
父
母
た
ち
が
歳
を
と
っ
て
か

ら
は
、
部
下
で
あ
っ
た
方
が
、
掃
除
に
来
て
頂
い
た
り
、
お
墓
の
面
倒
を
見
て

頂
い
た
り
と
、
毎
週
の
よ
う
に
人
が
訪
れ
、
挨
拶
に
来
ら
れ
る
日
を
過
ご
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
祖
父
は
入
社
に
立
ち
会
っ
た
り
面
接
に
立
ち
会
っ
た
り
で
、

そ
れ
き
り
の
方
々
も
な
ぜ
か
定
年
の
年
に
な
る
と
ご
挨
拶
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

昔
の
し
き
た
り
と
は
い
え
、祖
父
の
毎
週
水
曜
日
の
日
課
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

私
も
引
退
し
た
後
は
見
習
い
た
い
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
実
力
的
に
も
人
格
的

に
も
無
理
な
よ
う
で
す
。

　

祖
父
は
七
十
歳
に
な
っ
た
と
き
、ス
パ
ッ
と
仕
事
か
ら
離
れ
、そ
の
後
一
切
、

会
社
に
は
顔
を
出
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
か
っ
て
か
ら
、
会
社
の
Ｏ
Ｂ
が
「
み
ん

な
元
気
か
」
な
ん
て
会
社
に
尋
ね
て
く
る
姿
を
み
っ
と
も
な
い
と
思
っ
て
い
た

ら
し
く
、
ま
し
て
や
今
の
社
長
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
、
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
に
対
し
て
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
の
姿
勢
は
説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
か
っ
て
の
仕
事
の
自
慢
話
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
運
と
い
う

も
の
に
大
き
く
影
響
さ
れ
た
話
は
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
は
先
ほ
ど
の
代
表
者
を
決
め
る
社
員
投
票
の
話
で
す
が
、
も
う
一

つ
は
昭
和
二
十
五
年
こ
ろ
国
に
対
し
て
税
金
の
滞
納
と
い
う
不
祥
事
を
会
社
は

し
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
の
時
は
検
察
が
入
り
自
分
の
部
下
も
含
め
て
祖
父
を

除
く
ほ
ぼ
全
員
が
捕
ま
り
ま
す
。
事
実
、
祖
父
は
東
京
で
し
て
い
る
お
金
の
運

用
に
つ
い
て
注
意
も
し
、
止
め
る
言
葉
は
言
っ
て
は
い
る
の
で
す
が
、
検
察
は

全
員
を
捕
ま
え
る
気
で
い
ま
す
か
ら
祖
父
の
部
屋
に
も
入
っ
て
来
ま
す
。
よ
う

は
皆
さ
ん
が
テ
レ
ビ
な
ど
で
良
く
見
る
「
国
税
局
が
入
り
ま
し
た
」
の
あ
の
場

面
で
す
。
で
は
な
ぜ
常
務
（
要
す
る
に
ト
ッ
プ
）
で
あ
る
祖
父
が
捕
ま
ら
な
か

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

中
に
は
祖
父
の
部
下
で
会
計
責
任
者
の
遠
藤
さ
ん
と
い
う
方
が
お
ら
れ
ま
し

た
が
、
東
北
出
身
の
非
常
に
ま
じ
め
な
方
で
検
察
の
追
及
に
一
切
応
じ
ず
最
後

ま
で
「
知
り
ま
せ
ん
。」
を
通
し
た
方
が
、
一
番
刑
が
重
く
、
恩
給
ま
で
無
く

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
方
こ
の
時
、
実
際
の
お
金
を
焦
げ
付
か
し
た
東
京
の

常
務
は
あ
っ
さ
り
自
供
し
、
遠
藤
さ
ん
よ
り
軽
い
刑
に
な
り
ま
し
た
。
大
変
な

事
件
で
し
た
が
、
国
税
が
入
っ
た
と
き
、
祖
父
の
と
っ
さ
の
一
言
が
国
税
の
人

た
ち
に
逆
に
駄
目
だ
と
思
わ
せ
て
し
ま
っ
た
事
や
、
そ
の
時
に
非
常
に
機
転
の

き
く
事
務
の
女
性
が
事
件
と
は
関
係
が
無
い
に
し
て
も
他
の
問
題
を
含
む
書
類

を
持
ち
出
し
た
事
や
、
結
果
と
し
て
祖
父
の
部
屋
か
ら
は
絵
の
本
し
か
出
て
来

ず
、
違
反
行
為
の
数
字
の
一
つ
で
も
出
れ
ば
引
っ
張
れ
た
の
が
全
く
出
な
い
と

い
う
事
態
か
ら
、
検
察
が
撤
退
せ
ざ
る
を
得
な
い
結
果
だ
っ
た
と
い
う
話
を
聞

き
ま
し
た
。
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実
際
の
話
で
す
か
ら
結
構
真
に
迫
り
私
の
記
憶
の
中
で
は
思
い
出
深
い
祖
父

の
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
税
局
は
会
社
に
入
る
の
と
同
時
刻
に
自
宅
に
も
入

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
、
祖
母
は
勿
論
の
こ
と
ま
だ
学
生
で
あ
っ
た
父
も
し

っ
か
り
と
対
応
し
て
お
り
ま
し
た
。
先
ほ
ど
の
九
州
支
店
の
時
と
同
様
に
全
て

の
人
、
会
社
で
は
清
掃
員
ま
で
一
丸
と
な
っ
て
大
阪
支
社
を
守
ろ
う
と
、
家
で

は
女
性
で
あ
る
母
と
と
も
に
息
子
が
頑
張
っ
た
そ
う
で
す
。

　

別
の
話
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
家
族
が
一
丸
と
な
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
話

は
も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。
大
き
な
問
題
に
直
面
す
る
時
、
本
能
的
に
息
子
た
ち

は
家
族
を
守
り
、
そ
の
こ
と
を
し
て
い
る
祖
父
に
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

と
ん
で
も
な
い
大
き
な
力
が
結
集
さ
れ
る
こ
と
を
我
が
家
は
経
験
し
て
い
ま

す
。
私
は
家
族
や
親
戚
を
思
う
時
、
そ
う
や
っ
て
結
束
し
て
来
た
の
だ
な
ぁ
と

祖
父
が
家
族
に
対
し
て
行
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
思
い
ま
す
。
後
ほ
ど
お
話
し

す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
守
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
（
使
命
）

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

結
果
と
し
て
は
、
大
阪
支
社
は
最
初
か
ら
関
与
も
し
て
お
ら
ず
、
東
京
支
社

の
み
の
使
い
込
み
で
し
た
。
祖
父
の
部
屋
か
ら
何
も
出
ず
、
祖
父
だ
け
が

連
帯
責
任
か
ら
免
れ
、
祖
父
以
外
の
常
務
全
て
が
捕
ま
る
と
い
事
態
か
ら
、
そ

の
後
、
祖
父
が
実
質
の
代
表
者
と
し
て
長
ら
く
務
め
た
事
、
そ
し
て
、
そ
の
こ

と
は
祖
父
の
実
力
で
は
な
く
全
く
の
運
で
あ
っ
た
事
を
祖
父
か
ら
聞
い
て
い
ま

す
。

　

絵
の
本
し
か
常
務
室
に
置
い
て
な
か
っ
た
と
は
笑
い
で
す
が
、
祖
父
か
ら
次

の
言
葉
を
頂
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
代
表
者
と
い
う
も
の
は
、
仕
事
は
し
な
く
て
良
い
。
優
秀
な
部
下
を
信
じ

て
任
せ
て
お
け
ば
良
い
。
但
し
そ
の
優
秀
な
部
下
が
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
と
聞

い
て
来
た
時
は
右
と
か
左
と
か
は
っ
き
り
と
指
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
為
に
は
毎
日
、
新
聞
を
良
く
読
み
、
常
に
外
を
み
て
世
の
中
が
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
正
し
い
判
断
は

で
き
な
い
か
ら
」
と
い
う
教
え
で
す
。
私
は
も
う
少
し
で
六
十
で
す
。
で
も
困

っ
た
と
き
祖
父
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
な
？
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
決
断
し
ま

す
。

　

決
断
と
い
う
言
葉
で
次
の
大
切
な
祖
父
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
「
人
生
に
は
誰
で
も
ど
ん
な
人
で
も
三
度
は
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。
三
度
と
も

チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
し
た
人
と
そ
う
で
な
い
人
は
大
き
く
人
生
は
違
っ
て
く

る
。」
こ
れ
は
祖
父
の
実
体
験
か
ら
来
て
い
る
言
葉
で
す
。
こ
の
言
葉
に
は
続

き
が
あ
っ
て
、「
三
度
の
チ
ャ
ン
ス
を
全
く
気
が
つ
か
な
い
人
も
い
る
（
お
れ

は
つ
い
て
い
な
い
と
ぼ
や
い
て
い
る
）。
ま
た
気
が
つ
い
て
も
そ
れ
を
掴
め
な

い
人
も
い
る
。
必
ず
あ
る
か
ら
お
前
も
そ
の
準
備
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
」
と
。

　

つ
ま
り
チ
ャ
ン
ス
に
気
が
つ
か
な
い
の
は
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

気
が
つ
い
て
い
て
掴
め
な
い
こ
と
ほ
ど
悔
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
チ
ャ
ン

ス
が
来
た
時
に
資
金
が
無
く
て
掴
め
な
か
っ
た
り
、
英
語
が
出
来
な
く
て
交
渉

出
来
な
か
っ
た
り
と
色
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
あ
る
か
ら
掴
む

為
の
努
力
、
英
語
は
出
来
た
方
が
良
い
し
、
お
金
も
日
頃
の
生
活
費
を
詰
め
て

で
も
貯
め
て
お
い
た
方
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
と
も
う
一
つ
、
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
技
術
を
身
に
つ
け
て
お
き
な
さ
い
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
中
国
の
絵
画
は
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
芸
術
だ

か
ら
、
そ
れ
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
し
い
て
は
ア
メ
リ
カ
で
も
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
も
通
用
す
る
と
い
う
こ
と
だ
と
。　

絵
は
言
語
で
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
そ

の
時
点
で
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
芸
術
で
す
が
、
日
本
画
よ
り
尚
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
話
を
祖
父
の
話
に
戻
し
て
、
一
九
七
〇
年
、
定
年
と
と
も
に
祖
父
は
一
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つ
の
大
き
な
行
動
に
出
ま
す
。
ま
さ
に
次
の
時
代
を
見
据
え
て
の
行
動
で
す
。

私
が
中
学
を
卒
業
す
る
そ
の
年
、
何
が
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
の
経
緯
に
至
る
少
し
前
か
ら
の
話
を
し
ま
す
。
祖
父
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

根
幹
は
桑
名
鉄
城
先
生
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
買
い
取
り
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
祖

父
が
私
に
言
っ
た
言
葉
で
す
が
、「
住
友
さ
ん
の
よ
う
に
お
金
が
有
る
訳
で
な

い
の
で
、
三
ヶ
月
に
一
点
と
か
、
そ
ん
な
に
揃
う
も
の
で
無
い
」。

関
西
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
研
究
会
の
話
に
よ
る
と
住
友
さ
ん
も
無
尽
蔵
に

お
金
が
あ
っ
た
訳
で
な
く
、
苦
労
し
て
買
っ
て
お
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

良
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
は
購
入
の
段
階
で
の
金
銭
的
、
苦
労
話
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
少
し
づ
つ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
根
幹
が
出
来

て
い
く
わ
け
で
す
が
、
こ
こ
で
面
白
い
の
は
住
友
寛
一
さ
ん
と
祖
父
の
趣
味
、

嗜
好
が
見
え
て
く
る
の
で
す
。
安
晩
帖
に
代
表
さ
れ
る
粋
な
絵
に
住
友
さ
ん
は

惹
か
れ
る
の
に
対
し
て
祖
父
は
住
友
さ
ん
が
手
を
付
け
な
か
っ
た
鄭
顚
仙
【
図

１
】
を
購
入
し
ま
す
。

　

絵
の
価
値
に
つ
い
て
こ
う
い
う
事
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　
「
絵
の
価
値
と
は
見
る
人
の
心
を
ど
れ
く
ら
い
揺
さ
ぶ
る
か
で
判
断
せ
よ
。」

心
地
良
い
爽
や
か
な
気
分
に
さ
せ
る
絵
も
あ
れ
ば
、
見
る
だ
け
で
胸
糞
悪
い
ド

ロ
ド
ロ
し
た
も
の
を
感
じ
る
絵
も
あ
り
ま
す
。
鄭
顚
仙
の
絵
は
ま
さ
に
後
者
で

す
。
自
分
の
心
の
震
動
幅
を
絵
の
価
値
と
し
て
認
め
よ
、
と
の
こ
と
、
こ
れ
は

骨
董
屋
さ
ん
の
店
先
で
も
、
美
術
館
な
ど
で
沢
山
の
絵
を
観
る
と
き
で
も
、
大

変
に
役
立
つ
言
葉
で
す
。
趣
味
、
趣
向
よ
り
、
或
い
は
名
前
よ
り
、
こ
れ
は
何

だ
ろ
う
と
思
わ
せ
る
気
持
ち
、
こ
の
感
覚
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

日
本
は
多
く
の
浙
派
の
絵
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
古
い
お
寺
に
い
け
ば
大
概

あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
文
人
画
に
比
べ
れ
ば
格
段
に
安
い
、
中
国
で
は
身
分
の

高
い
人
の
絵
が
高
く
評
価
さ
れ
る
為
、
そ
の
中
国
に
倣
っ
て
日
本
で
も
同
じ
評

価
が
下
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
大
き
さ
で
み
れ
ば
、
決

し
て
職
業
画
家
も
文
人
画
に
は
劣
り
ま
せ
ん
し
、
技
術
力
が
高
い
分
、
こ
れ
で

も
か
、
こ
れ
で
も
か
、
と
い
っ
た
部
分
が
あ
り
ま
す
。

　

画
家
の
人
格
と
絵
の
で
き
は
別
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
後
世
、
遺
民
画

家
は
高
く
評
価
さ
れ
、
二
君
に
使
え
る
よ
う
な
画
家
は
低
く
見
ら
れ
ま
す
が
、

絵
の
出
来
と
は
別
で
あ
る
、
と
い
う
祖
父
な
り
の
割
り
き
っ
た
見
方
で
す
。

　

祖
父
が
そ
の
ド
ロ
ド
ロ
し
た
感
情
を
良
し
と
し
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
早
い
段
階
で
絵
の
価
値
を
認
め
た
の
は
事
実
で
、
ま
だ
世
界
的

に
認
め
て
は
い
な
い
分
野
の
開
拓
者
と
な
り
ま
し
た
。
や
が
て
こ
の
こ
と
は
東

大
教
授
の
鈴
木
敬
先
生
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
ま
す
。
世
界
に
誇
る
代
表
作

に
恵
ま
れ
た
の
は
、
勿
論
、
桑
名
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
あ
り
き
で
す
が
、
そ
こ
か
ら

浙
派
の
絵
を
抜
き
出
し
た
の
は
祖
父
の
先
見
性
と
全
体
を
み
る
価
値
観
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

誰
も
や
っ
て
い
な
い
マ
イ
ナ
ー
な
と
こ
ろ
を
見
よ
、
と
い
う
の
で
は
な
く
、

誰
も
気
が
付
い
て
い
な
い
大
切
な
も
の
を
見
よ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
先

図
１　

鄭
顚
仙
「
漁
童
吹
笛
図
」　

橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
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ほ
ど
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
が
、
気
が
付
く
か
付
か
な
い
か
の
差
の
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
浙
派
の
絵
は
鈴
木
敬
先
生
と
祖
父
を
つ
な
ぎ
、
次
の
大
切
な
人

た
ち
古
原
宏
伸
先
生
へ
と
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。
鈴
木
先
生
は
石
鋭
の
絵
【
図

２
】
を
文
化
財
指
定
す
る
こ
と
に
ご
尽
力
さ
れ
、
祖
父
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
表

舞
台
へ
と
引
き
出
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
古
原
先
生
は
沢
山
の
若
い
研
究
者

を
高
槻
へ
と
案
内
さ
れ
ま
す
。
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
そ
の
先
生
の
方
々
の
後

押
し
が
無
く
て
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
本
当
に
今
日
の
日
を
迎
え
た
出
会
い
で

す
。

　
「
文
化
財
を
持
つ
も
の
は
公
開
の
義
務
が
あ
る
。」
祖
父
か
ら
私
へ
の
使
命
で

す
。
祖
父
は
か
ね
て
か
ら
お
茶
の
世
界
で
宋
元
の
絵
を
密
か
に
仲
間
内
だ
け
で

見
せ
あ
っ
て
る
事
に
関
し
て
、
文
化
財
と
い
う
こ
と
か
ら
、
お
か
し
い
と
い
う

念
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
人
を
幸
せ
に
す
る
と
ま
で
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
今
の

人
が
学
び
生
か
し
て
こ
そ
文
化
で
あ
る
と
、
そ
の
為
に
は
や
は
り
研
究
を
阻
害

す
る
よ
う
な
こ
と
は
良
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
鈴
木
先
生
の
ほ
う
で
も
祖
父
の
よ
う
な
個
人
コ
レ
ク
タ
ー
が
作
品
を

持
っ
て
い
る
が
、研
究
者
は
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
、所
在
を
も
わ
か
ら
な
い
、

こ
れ
で
は
研
究
を
お
し
進
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
思
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ご
自
身
の
ご
苦
労
か
ら
、
次
の
時
代
の
研
究
者
の
為
に
、
作
品
の
場

所
と
ど
ん
な
作
品
か
写
真
資
料
を
撮
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
さ
せ
た
『
中
国
絵

画
総
合
図
録
』
の
発
行
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
全
く
方
向
を
同
じ
く
し
、
そ
の

考
え
の
一
致
に
よ
っ
て
祖
父
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
多
く
の
研
究
者
に
知
れ
渡
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
先
ほ
ど
の
一
九
七
〇
年
は
万
国
博
覧
会
の
年
、
万
博
美
術
館
に

お
い
て
七
十
点
も
の
作
品
を
出
展
す
る
運
び
と
な
り
ま
す
。
ま
た
東
京
国
立
博

図２　石鋭「探花図」　橋本コレクション



─ 17 ─

物
館
に
お
ら
れ
た
鈴
木
先
生
の
関
係
か
ら
、
東
洋
館
に
も
毎
年
貸
出
展
示
す
る

と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
前
後
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
宋
元
画
ば
か
り
が
も
て
は
や
さ
れ
ま
し
た
が
、
し
か
し
宋
元
画
は

数
が
少
な
く
だ
い
た
い
は
研
究
し
尽
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
鈴
木
先
生
の
「
浙

派
の
研
究
」
は
あ
る
意
味
、
だ
れ
も
手
を
付
け
て
い
な
い
分
野
へ
の
第
一
歩
だ

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
宋
元
画
と
違
い
多
量
の
作
品
群
が
眠
っ
て
い
る
と
こ

ろ
へ
、
い
よ
い
よ
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た
る
時
代
が
来
た
訳
で
す
。
そ
の
少
し
前
中

国
は
文
化
大
革
命
の
真
っ
最
中
、
大
量
の
文
物
が
放
出
さ
れ
玉
石
混
合
の
形
で

日
本
に
押
し
寄
せ
て
流
れ
着
い
て
き
ま
す
。

　

一
般
庶
民
が
買
え
る
値
段
で
玉
石
混
合
の
中
か
ら
「
こ
れ
は
」
と
思
う
も
の

を
引
き
だ
し
て
く
る
。
そ
し
て
「
こ
れ
は
何
だ
！
」
と
調
べ
る
。
こ
こ
の
面
白

さ
に
気
が
付
き
始
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
研
究
者
と
現
物　

つ
ま
り

持
っ
て
い
る
コ
レ
ク
タ
ー
と
が
両
輪
で
で
き
る
こ
と
で
、
こ
こ
か
ら
一
気
に
研

究
と
収
集
は
熱
を
帯
び
て
き
ま
す
。

　

そ
し
て
祖
父
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
加
速
度
的
に
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
祖
父

は
色
々
な
物
を
集
め
て
い
て
大
体
様
子
が
分
か
る
と
次
に
興
味
を
示
す
人
間
だ

っ
た
よ
う
で
す
が
、
こ
こ
で
ま
た
祖
父
の
言
葉
で
す
が
、「
中
国
だ
け
は
い
く

ら
や
っ
て
も
わ
か
ら
ん
。
だ
か
ら
（
収
集
が
）
終
わ
ら
な
い
」
と
最
後
ま
で
買

い
続
け
て
い
ま
し
た
。
全
体
を
見
る
力
、
先
を
見
る
力
が
優
れ
て
い
る
祖
父
で

も
中
国
の
奥
深
さ
に
は
歯
が
立
た
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
間
の
財
源
と
し
て
は
茶
道
具
や
古
銭
、
大
判
小
判
、
或
い
は
焼
き
物
が

売
ら
れ
中
国
絵
画
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
頃
の
祖
父
の
話
で
す
が
、

「
鉄
釜
や
焼
き
物
は
あ
る
程
度
（
六
十
か
ら
百
く
ら
い
）
集
め
た
ら
大
体
分
か

る
よ
う
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
中
国
絵
画
だ
け
は
集
め
て
も
集
め
て
も
分
か
ら
な

い
物
が
い
っ
ぱ
い
出
て
く
る
。「
中
国
と
い
う
国
は
大
き
い
な
ぁ
」
と
。

　

結
局
、
中
国
絵
画
以
外
の
骨
董
は
す
べ
て
手
放
し
、
中
国
絵
画
へ
と
変
わ
り

ま
し
た
。
硯
や
香
炉
も
玉
も
全
て
手
放
し
ま
す
。
祖
父
の
潔
さ
が
こ
こ
で
も
出

て
き
ま
す
。
変
革
の
時
代
を
生
き
て
い
く
時
、
こ
の
潔
さ
は
見
習
わ
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
会
社
の
こ
と
も
新
短
歌
の
こ
と
も
七
十
と
と
も
に
ス
パ
ッ
と
切

り
、
一
心
に
中
国
絵
画
に
走
っ
た
こ
と
が
今
の
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
時

代
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
後
継
者
と
い
う
文
化
を
担
う
人
た
ち
を
意
識
し
て
い
た

の
は
事
実
で
す
。

　

古
原
先
生
が
率
い
る
曽
布
川
先
生
、
山
岡
先
生
へ
と
次
の
先
駆
者
の
時
代
が

始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
山
岡
先
生
は
研
究
者
で
も
お
ら
れ
収
集
も
さ

れ
る
と
い
う
、
祖
父
と
は
コ
レ
ク
タ
ー
仲
間
で
も
あ
り
、
大
き
な
ラ
イ
バ
ル
で

も
あ
り
ま
し
た
。
買
う
ほ
う
で
も
刺
激
の
し
合
う
良
い
仲
間
の
出
会
い
が
ま
す

ま
す
祖
父
の
熱
き
血
を
燃
え
さ
せ
た
よ
う
で
す
。
見
る
目
の
天
分
を
持
た
れ
て

る
尾
崎
先
生
と
の
出
会
い
は
本
当
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。仲
間
が
増
え
る
こ
と
、

そ
し
て
そ
の
買
う
方
の
仲
間
は
池
田
先
生
、
浅
野
先
生
へ
と
、
も
っ
と
若
い
人

た
ち
へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
さ
に
今
日
お
集
ま
り
の
方
々
が
共
感
さ
れ

る
日
々
が
七
〇
年
代
か
ら
始
ま
り
八
〇
年
代
と
続
き
ま
す
。
味
岡
先
生
の
参
画

も
あ
り
、
来
舶
、
近
現
代
と
興
奮
の
中
で
の
収
集
と
発
見
が
祖
父
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
に
更
な
る
柱
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

　

古
原
先
生
は
毎
月
の
よ
う
に
十
数
人
の
学
生
さ
ん
を
連
れ
、
高
槻
で
の
勉
強

会
を
促
進
さ
れ
、
そ
の
影
響
を
大
き
く
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
考
え
て
み
れ
ば
、

中
国
の
国
外
に
お
い
て
日
本
は
中
国
絵
画
の
最
大
の
保
有
国
で
あ
り
、
ま
た
東

京
、
京
都
、
大
阪
等
々
、
中
国
の
北
京
、
南
京
、
上
海
に
比
べ
れ
ば
非
常
に
コ

ン
パ
ク
ト
な
地
域
に
あ
り
、
勉
強
が
非
常
に
し
や
す
い
国
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
で
築
か
れ
た
も
の
で
す
が
、
研
究
者
、
コ
レ
ク
タ
ー
、
そ
し
て
骨
董
店
と

一
緒
に
な
っ
て
楽
し
み
、
興
奮
も
し
、
刺
激
も
し
あ
い
、
良
き
時
間
を
過
ご
す
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こ
と
。
こ
れ
こ
そ
真
の
幸
せ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
昔
、
皇
帝
や
貴

族
で
し
か
味
わ
え
な
か
っ
た
時
間
を
い
ま
共
有
で
き
る
こ
と
は
本
当
に
喜
ば
し

い
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
事
を
今
後
も
続
け
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
祖
父
の

言
葉
で
、
文
化
は
身
近
に
あ
っ
て
こ
そ
文
化
で
あ
る
。
そ
の
ま
さ
に
実
感
の
集

ま
り
で
し
た
。

　

祖
父
か
ら
、「
背
伸
び
し
て
手
を
伸
ば
し
て　

少
し
足
ら
な
い
と
こ
ろ
く
ら

い
を
狙
う
と
（
目
標
に
す
る
と
）
い
い
よ
（
目
が
肥
え
る
よ
）」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
骨
董
品
を
買
う
時
、
ひ
と
月
の
給
与
よ
り
少
し
高
い
く
ら

い
の
を
探
す
と
い
い
よ
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
な
ら
ば
私
に
も
出
来
る

と
少
し
買
い
ま
し
た
が
、
仕
事
が
能
力
以
上
の
事
に
な
っ
て
し
ま
い
、
い
ま
は

買
っ
て
い
ま
せ
ん
。

・ 

骨
董
屋
さ
ん
で
作
品
を
見
せ
ら
れ
て
、
目
の
前
で
辞
書
を
引
く
人
は
い
な
い

だ
ろ
う
し
、
ま
た
引
い
て
直
ぐ
に
分
か
る
よ
う
な
画
家
は
骨
董
屋
さ
ん
で
も

値
段
が
分
か
っ
て
い
る
、
従
っ
て
感
性
で
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・ 「
名
よ
り
実
を
取
れ
」
は
別
の
と
こ
ろ
で
出
て
き
ま
し
た
が
、
収
集
に
お
い

て
も
同
じ
で
す
。「
名
で
買
う
な
」

・ 

自
分
が
代
表
作
を
知
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
ど
れ
く
ら
い
離
れ

て
い
る
か
で
判
断
す
る
こ
と
。

・ 

プ
ラ
イ
ス
メ
ー
カ
ー
で
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
＝
自
分
で
値
段
が
付
け
な
け

れ
ば
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・ 

筆
致
を
見
よ
！
偽
物
を
描
く
人
は
本
物
の
形
を
ま
ね
よ
う
と
し
ま
す
。
従
っ

て
筆
の
速
度
が
遅
く
な
り
ま
す
。

・ 

骨
董
屋
さ
ん
の
店
頭
に
何
日
も
出
て
い
る
も
の
は
大
し
た
も
の
で
な
い
、
良

い
絵
は
出
た
ら
直
ぐ
に
人
目
に
つ
い
て
売
れ
て
し
ま
う
も
の
だ
。
だ
か
ら
毎

日
で
も
巡
回
を
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
ま
た
弘
法
さ
ん
の
市
の
よ
う
な
と
こ
ろ

で
尾
崎
先
生
の
よ
う
に
良
い
も
の
を
見
つ
け
て
来
ら
れ
た
り
、
百
貨
店
の
カ

レ
ン
ダ
ー
と
呼
ば
れ
る
重
ね
て
掛
け
て
あ
る
も
の
か
ら
見
つ
け
た
り
、
と
油

断
は
禁
物
で
す
。
情
報
収
集
も
兼
ね
て
毎
日
、
骨
董
屋
さ
ん
巡
り
を
し
ま
す
。

・ 

一
千
万
円
も
す
る
も
の
は
、
買
っ
た
方
が
そ
の
絵
の
価
値
を
知
ら
な
く
て
も

一
千
万
円
の
物
の
扱
い
は
す
る
。
怖
い
の
は
四
百
年
も
経
っ
て
い
る
の
に
痛

ん
で
い
た
り
、
名
前
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
り
で
、
安
い
値
段
（
五
万
円

く
ら
い
で
）
売
ら
れ
て
い
る
物
に
つ
い
て
で
す
。
こ
れ
が
資
料
的
価
値
で
必

要
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
人
の
心
を
打
つ
も
の
（
芸
術
度
が
高
い
）
で
あ

れ
ば
お
金
が
無
く
て
も
買
え
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
何
も
知
ら

ず
に
五
万
円
で
買
っ
て
し
ま
っ
た
人
は
そ
の
も
の
に
対
し
、
五
万
円
の
扱
い

し
か
し
な
い
。
当
然
、
次
の
時
代
に
は
残
り
ま
せ
ん
。

・ 

自
然
に
見
え
る
も
の
は
良
い
絵
で
あ
る
。
鳥
が
描
か
れ
て
い
て
失
速
し
て
し

ま
う
よ
う
な
も
の
は
駄
目
、
滝
の
絵
で
あ
れ
ば
漠
々
と
滝
の
音
が
聞
こ
え
て

来
な
く
て
は
い
け
な
い
。
実
は
絵
を
見
る
の
で
な
く
自
然
を
良
く
観
る
こ
と

な
ん
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
良
い
絵
が
見
え
て
き
ま
す
。
何
元
鼎
【
図
３
】
の

左
側
の
鹿
の
絵
で
写
し
は
右
足
が
前
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
、
鹿
が

足
を
つ
っ
ぱ
て
い
る
よ
う
に
な
り
草
を
食
べ
ら
れ
な
い
。

・ 

京
都
の
骨
董
屋
さ
ん
は
目
が
高
い
。
こ
れ
だ
け
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
揃
え
る

の
に
、
祖
父
は
一
度
も
大
陸
に
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
台
湾
で
の
虚

谷
の
一
点
を
除
い
て
は
、
全
て
国
内
で
買
っ
て
い
ま
す
。

・ 
本
物
・
偽
物
。
何
元
鼎
は
本
物
。
偽
物
作
り
が
そ
れ
だ
け
の
腕
が
あ
れ
ば
沈

南
蘋
と
書
く
だ
ろ
う
。

・ 

あ
く
ま
で
も
紙
に
墨
が
塗
っ
た
く
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
な
！
つ

ま
り
絵
で
は
食
え
な
い
。

・ 

喫
茶
店
の
マ
ッ
チ
の
収
集
と
同
じ
労
力
で
出
来
る
。
但
し
文
化
財
を
扱
っ
て
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い
る
と
人
は
勝
手
に
高
尚
だ
と
思
う

　

祖
父
は
最
初
に
意
識
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
す
が
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形

成
す
る
に
あ
た
り
、
柱
に
な
る
も
の
が
必
要
で
す
。
何
か
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
名

前
を
言
っ
た
時
に
思
い
浮
か
ぶ
作
品
が
有
る
こ
と
。
そ
れ
が
も
し
世
界
に
他
を

許
さ
な
い
何
か
で
あ
れ
ば
、
数
で
は
な
く
、
そ
れ
だ
け
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
形

成
し
て
い
け
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
祖
父
は
桑
名
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
そ
の

柱
に
な
る
も
の
を
買
い
取
れ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
そ
れ
が
祖

父
が
持
つ
運
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
住
友
さ
ん
の
と
こ
ろ
と
分
か
れ
て
い
く
わ
け

で
す
が
、
こ
こ
で
コ
レ
ク
タ
ー
の
主
旨
、
趣
味
と
か
が
伺
え
ま
す
。

　

資
料
ノ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
、
持
っ
て
い
て
も
豚
に
真
珠
で
は
話

に
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
何
な
の
か
知
り
、
世
の
中
に
伝
え
て
い
く
べ
き
こ
と
。

こ
れ
に
は
曽
布
川
先
生
を
は
じ
め
、
高
槻
に
来
ら
れ
る
研
究
者
の
方
々
が
お
ら

れ
て
こ
そ
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
祖
父
は
い
つ
も
教
え
て
頂
く
資
料
に
感
激
し

て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
祖
父
自
身
も
自
分
の
ノ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
る
為
に

わ
か
る
範
囲
で
の
画
人
伝
な
ど
書
き
写
し
て
い
た
の
で
す
。
曽
布
川
先
生
や
味

岡
先
生
が
そ
れ
以
上
の
資
料
を
提
出
さ
れ
ま
す
が
、
祖
父
は
や
は
り
ど
う
や
っ

て
調
べ
た
の
だ
ろ
う
と
敬
服
も
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
し
て
先
生
の
方
々
か
ら

来
る
資
料
で
自
分
の
ノ
ー
ト
が
充
実
し
て
く
る
こ
と
に
大
い
な
る
満
足
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

祖
父
は
次
の
よ
う
な
意
思
を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。

・ 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
集
ま
っ
て
い
る
か
ら
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。
離
散

さ
せ
て
は
い
け
な
い
。

・ 

文
化
財
は
公
開
の
義
務
あ
り
。
研
究
者
に
広
く
見
せ
る
と
と
も
に
、
関
連
資

料
の
提
出
が
出
来
る
よ
う
で
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
ま
た
見
に
来
た
研
究

者
の
方
々
に
次
な
る
ヒ
ン
ト
の
作
品
を
提
示
す
る
の
も
持
ち
主
の
仕
事
だ

と
。）

　

公
開
を
す
る
と
間
違
い
な
く
物
は
痛
み
ま
す
。
保
護
す
る
観
点
か
ら
、
そ
の

維
持
費
は
馬
鹿
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
と
き
に
修
復
費
用
の
高
さ
で
躊
躇

し
て
い
る
と
、
出
て
く
る
言
葉
が
「
こ
れ
で
百
年
持
ち
ま
す
か
ら
、
次
の
時
代

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
。」
そ
う
な
ん
で
す
。
中
国
と
い
え
ど
歴
史

上
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
内
戦
を
し
て
い
ま
す
。
戦
火
の
中
、
誰
か
が
こ
の
絵
は
大
事

だ
か
ら
と
、
命
を
掛
け
て
守
っ
て
き
た
か
ら
、
今
に
現
存
を
し
て
い
る
訳
で
す
。

昔
は
こ
の
「
命
を
掛
け
て
」
の
意
味
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
今
は

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
物
が
見
え
ま
す
。

　

保
護
を
す
る
、
研
究
を
す
る
。「
そ
れ
が
出
来
な
い
奴
は
持
つ
資
格
な
し
。」

は
祖
父
の
言
葉
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
中
に
は
こ
う
い
う
大
き
な
展
覧
会
を
す
れ
ば
さ
ぞ
お
金
が
頂
け
る

だ
ろ
う
と
お
思
い
の
方
も
お
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
公
開
の
義
務
の
み

で
す
。

図
３　

何
元
鼎
「
侯
禄
図
」　

橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
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・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
勉
強
を
す
る
人
の
と
こ
ろ
に
あ
る
べ
き
も
の

　

個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
と
維
持
、
管
理
の
問
題
が
非
常
に
大
き
な
課
題
と

な
り
ま
す
が
、
祖
父
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
有
難
い
こ
と
に
松
濤
美
術
館
が
寄
託

を
引
き
受
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
祖
父
が
持
つ
運
だ
と
思
い
ま
す
が
、

何
よ
り
も
幸
せ
な
こ
と
に
味
岡
先
生
と
の
出
会
い
で
す
。
味
岡
先
生
ほ
本
当
に

祖
父
の
意
志
を
良
く
く
ん
で
頂
き
、
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
覧
会
を
七
回
以

上
、
開
催
さ
れ
、
そ
の
た
び
に
資
料
を
完
璧
な
ほ
ど
揃
え
ら
れ
、
次
の
時
代
を

拓
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

祖
父
の
言
葉
と
し
て
、
展
覧
会
は
一
ヶ
月
く
ら
い
で
終
わ
る
が
図
録
は
十
年

も
二
十
年
も
使
う
の
で
図
録
の
作
成
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
祖
父
の
意
志
通
り
充
実
し
た
図
録
を
作
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
前
述
の
よ
う

に
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
柱
で
も
あ
る
来
舶
や
近
現
代
な
ど
先
駆
的
な
作
品
群
が

あ
り
、図
録
に
掲
載
さ
れ
た
味
岡
先
生
の
画
人
解
説
は
ま
さ
に
バ
イ
ブ
ル
で
す
。

各
研
究
者
の
皆
さ
ま
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
祖
父
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
管
理

に
つ
き
ま
し
て
、
な
み
な
み
な
ら
ぬ
ご
配
慮
と
ご
苦
労
を
さ
れ
て
お
り
、
感
謝

の
念
が
絶
え
ま
せ
ん
。
祖
父
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
味
岡
先
生
を
無
く
し
て
は
存

在
し
得
ま
せ
ん
。
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
て
を
私
が
勉
強
を
す
れ
ば
良
い
と
東
京
の
松
濤
美
術
館

に
寄
託
し
た
あ
と
、
が
ら
ん
と
な
っ
た
蔵
に
夕
日
を
浴
び
て
独
り
た
た
ず
む
祖

父
の
姿
は
本
当
に
さ
び
し
そ
う
だ
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
床
の
間
に
も

何
も
残
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
も
の
は
す
で
に
中
国
絵
画
に
変
わ
っ
て

い
ま
す
。何
十
年
に
も
わ
た
る
苦
労
の
存
在
、本
当
に
手
を
掛
け
続
け
た
存
在
、

（
ま
と
め
て
買
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）
そ
し
て
皆
さ
ん
の
高
槻
で
の
楽
し

い
思
い
出
の
元
を
、
祖
父
の
手
元
か
ら
全
く
無
く
し
て
し
ま
い
、
本
当
に
祖
父

に
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。
そ
こ
ま
で
し
て
祖
父
が
残
し
た
か
っ
た
も
の
を
今

一
度
考
え
て
、
今
日
の
お
話
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
橋
本
末
吉
氏
御
令
孫
）
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